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1． はじめに 

各時間帯を対象として交通量推計や施策評価が

可能な時間帯別均衡配分モデルは，理論的には実用

レベルにあるが，時間帯別 OD 交通量の精度の改善

が課題である．時間帯別 OD 交通量の精度を向上さ

せる方法のひとつとして，観測交通量を用いた時間

帯別 OD 交通量の逆推定手法がある．既存研究 1)で

は，各時間帯を別単位として OD 交通量を直接推定

するものや，同時生起確率最大化問題として PT 調

査による時間係数の先験確率に強く依存しているも

のなどがある．PT 調査では深夜時間帯の OD が集計

されにくい等，集計時のバイアスが生じている可能

性が高く，時間係数自体誤差があると考えられる． 

本研究では，日 OD 交通量を与件として時間帯別

OD 交通量の各時間帯の比率を時間変動係数と定義

し，観測交通量による時間変動係数の逆推定から時

間帯別 OD 交通量を推定する手法の検討を行う． 

2． 逆推定モデルに併用する時間均衡配分 

時間均衡配分では各時間を 1-2 時間で区切る特性

上，各時間帯の終端時刻で残留交通量が生じ，現時

間帯や次時間帯に影響を与える．残留交通量を修正

するために，本研究で使用する時間均衡配分の OD

修正法 2)について図-1 に示す．OD 修正法は，各時

間帯の終端時刻における残留交通量の半分を現時間

帯に流し，残りの半分を次時間帯に流すことで，残

留交通量を修正する．既存研究 3)では，残留交通量

を考慮しない時間均衡配分を用いており，時間変動

係数の逆推定モデルを用いて観測リンク交通量との

残差が最も小さくなるように時間変動係数のみを修

正している．すなわち，残留交通量を修正した後の

時間帯別 OD 交通量を近似的に求め，残留交通量を

考慮しない時間均衡配分を行うことになる．しかし，

これは残留交通量を厳密に考慮していない． 

本研究では，残留交通量を考慮した OD 修正法を

時間均衡配分に取り入れたモデリングをし，残留交

通量の考慮を明示的に取り入れる手法を検討する． 

 

図-1 OD 修正法による残留交通量修正の概念図 

 

3． 残留交通量を考慮した観測交通量からの時間変

動係数による時間帯別OD交通量逆推定 

ここでは，残留交通量修正前（一般的な発時刻で

集計した時間帯別 OD 交通量）の時間変動係数を逆

推定する手法について定式化した．各時間帯の発

OD 交通量は，日 OD 交通量に時間変動係数を乗じ

て得ることができる．ここで与条件として，ゾーン𝑟𝑠

間の日OD交通量を𝑄𝑟𝑠， 𝑛時間帯におけるリンク𝑎の

観測リンク交通量を�̂�𝑎
𝑛とする．また，𝑛時間帯にお

ける OD ペア𝑟𝑠間の時間変動係数を𝐸𝑟𝑠
𝑛 ，OD 交通量

𝑄𝑟𝑠がリンク𝑎を利用する確率を𝑃𝑎,𝑟𝑠
𝑛  ，OD 修正法に

おける時間帯別残留交通量を𝑞𝑟𝑠
𝑛 とすると，配分計算

によって算出されるリンク𝑎の推計リンク交通量𝑥𝑎
𝑛

は次式で表すことができる． 
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ここで，𝑑𝑟𝑠
𝑛 = 𝑐𝑟𝑠

𝑛 /2𝑇 (𝑐𝑟𝑠
𝑛 は最短経路時間，𝑇は時間

帯幅)，出発地域𝐾，到着地域𝐿の地域別時間変動係

数を𝐸𝑘𝑙
𝑛，地域数𝑚とし，リンク交通量の推計値𝑥𝑎

𝑛と

実測値�̂�𝑎
𝑛の残差平方和が最小になるようにモデル

化を行うと，目的関数は次のような式になる． 

出発地 到着地

出
発
地
か
ら
各
地
点
ま
で
の
残
留
交
通
量

所要時間

次時間帯へ繰り越し

現時間帯へ流す



𝑚𝑖𝑛𝑍 = ∑ ∑ (∑ ∑ ∑(𝐸𝑘𝑙
𝑛 𝑃𝑎,𝑟𝑠

𝑛 𝑄𝑟𝑠(1 − 𝑑𝑟𝑠
𝑛 )

𝑠∈𝐿𝑟∈𝐾𝑘𝑙𝑎𝑛

+ 𝐸𝑘𝑙
𝑛−1𝑃𝑎,𝑟𝑠

𝑛 𝑄𝑟𝑠𝑑𝑟𝑠
𝑛−1) − �̂�𝑎

𝑛)

2

  

 (2) 

𝑠. 𝑡. ∑ 𝐸𝑘𝑙
𝑛

𝑛

= 1 (3) 

𝐸𝑘𝑙
𝑛 ≥ 0 (4) 

上記の最適化条件は，制約条件を取り込んだ

Lagrange 関数を定義することにより導き出される． 
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ここで，𝜈𝑘𝑙は Lagrange 乗数を表す．出発地域𝐾のう

ち任意の出発地域𝐼，到着地域𝐽とし，𝜓を𝐸𝑖𝑗
𝑛および𝜈𝑖𝑗

で偏微分して零とおくと次式が得られる． 
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よって OD ペア𝑟𝑠間のリンク𝑎利用率𝑃𝑎,𝑟𝑠
𝑛 が得ら

れる場合，上式から発着地域別時間変動係数𝐸𝑘𝑙
𝑛を得

ることができる． 

こうして新しく得た時間変動係数を用いて作成し

た時間帯別 OD 表を使用し OD 修正法の時間均衡配

分計算を行う．配分結果を再び逆推定モデルに当て

はめ，また新たな時間変動係数を得る．これを時間

変動係数の値が収束するまで繰り返し行うことによ

り，最適な変動係数が導かれる． 

4． 配分計算と精度検証 

(1) 時間変動係数の収束計算 

センサスODデータをそのまま使用し配分計算を

行った結果，ピーク時間帯での過大推計が見られた．

そこで，元ODデータを基に得た時間変動係数を初期

解として逆推定モデルの収束計算を行う．ただし圏

域外から発生するODペアはトリップ時間が1時間を

超えるものが多く，配分計算では実際に都市圏内に

流入する時刻よりも早く交通量として流れてしまう

等の影響を考慮し，圏域外発の時間変動係数は修正

処理4)を行った上で固定し収束計算を行った． 

(2) 配分結果 

表 1 の RMS 誤差の比較より，残留交通量修正済

み OD 交通量の従来モデルと比較して，大きな変化

はないものの，全体的に精度は向上していることが

読み取れる．また，都市圏内一律の 8 時台散布図よ

り，元 OD データを使用した場合と比較して，過大

推計の傾向が改善されていることがわかる．7，9 時

台においても同様に過大推計の改善が見られた． 

表-1 配分結果の RMS 誤差の比較 

 
普通車 大型車 

全線 8 時 合計 8 時 合計 

初期 OD 669 7295 197 4218 

都市圏内一律 466 6507 154 3877 

残留有 450 6349 140 3872 

5． まとめ 

本研究では，平成 22 年道路交通センサス調査によ

る日 OD 交通量と日観測リンク交通量のデータを与

件として，残留交通量を考慮した時間変動係数の逆

推定手法を提案し，平成 22 年における交通量の再現

性向上を図った．その結果，朝ピーク時間帯の過大

推計が改善され，朝ピーク時間帯及び全体の誤差は

小さくなり精度は向上した．今後は地域別方向別の

時間変動係数のゾーニングの検討を行う予定である． 
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